
薬価改定の財政影響イメージ 
（現行ルールをもとに試算したもの、詳細な金額については精査中） 

市場実勢価格に 
基づく引下げ 

約５,４００億円 

平成24年度薬剤費推計：約８．４兆円 

新薬創出等加算（×0.8） 
約700億円 

後発品収載に伴う 
引下げ等 

約610億円 

小児・ｵｰﾌｧﾝ等加算 
約20億円 

不採算品再算定等 
約300億円 

新薬に係る薬価改定 
差引約110億円 

薬剤費全体の削減額 
約５,０００億円※ 

（約▲6.0%） 

中医協 薬－３－１ 
２ ３ ． １ ２ ． ７ 
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前回（H22年度）改定 
薬剤費全体の削減額 

約▲4.500億円 
（▲5.75%） 

※後発品使用目標との差への対応分は含んでいない 

赤字は12月2日 薬-2-2からの修正箇所 

・特例引下げ 
・新薬創出等加算返還 
・市場拡大再算定 
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目標との差 

後発医薬品の使用の現状と政府目標に対する課題 

○ 平成22年度においては、先発品から後発品の置き換えが十分に進んでいないことか

ら、予定通り使用促進が進んでいれば達成されていた財政効果を勘案し、後発医薬品
のある先発医薬品の薬価の引き下げを行った。  

○ 平成23年薬価本調査時点において、目標との差がある状況をどう考えるか。 
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Ｈ２２年度に
先発医薬品
の価格を 
引き下げ 
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